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12月 22日：投機的な銘柄に買いが集まったが、VN指数は反落 

投機的な銘柄に買いが集中し、マーケットの出来高は急増した。だが VN 指数は反落し

た。  

ホーチミン市場の出来高は増加し、売買高は前日比 18.5％増の 11 億株、売買代金は前

日比 17.5％増の 33 兆 6,000 億ドンとなった。 

ハノイ市場の出来高も急増し、売買高は前日比 27％増の 1 億 5,100 万株超、売買代金は

前日比 20％増の 4 兆 5,000 億ドンとなった。 

外国人投資家はこの日 買い越した。買い越し額は合わせて 2,160 億ドンとなった。 

しかし投資家心理は改善されなかった。ホーチミン市場の VN 指数は 0.07％安の

1,477.67 ポイント、ハノイ市場の HNX 指数は 0.42％安の 453.10 ポイントでこの日の取

引を終えた。 

不動産セクターに投資家の買いが集まった。時価総額トップのビングループ（VIC）は

1.5％上昇した。DIC 不動産（DIG）、カンディエン不動産（KDH）、タンタオ不動産

（ITA）はそれぞれ 3～6％上昇した。 

不動産セクターは VN 指数を 3.4 ポイント押し上げた。しかし銀行、証券、鉄鋼セクタ

ーは軟調で、VN 指数の上昇を妨げた。 

大手銀行株ではベトコムバンクが 0.4％高と唯一上昇し、ヴィエティンバンク

（CTG）、ベトナム投資開発銀行（BID）、VP バンク（VPB）、軍隊商業銀行

（MBB）、サコムバンク（STB）といった他の大手銀行銘柄はそれぞれ 1％を超える下

落となった。 

投機的な銘柄に投資家の買いが集まり、その多くがストップ高をつけた。ストップ高を

つけた銘柄にはサコムホールディングス（SAM）、ドゥックロンザライグループ

（DLG）、サオマイグループ（ASM）、イエーワン（YEG）、ADTD グループ

（HAR）、FLC ファロス建設（ROS）が含まれた。 
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「VN30 指数に上昇トレンドが見られない場合、大型株の売りが発生する可能性があ

り、投機的な中小型株に投資資金が流れるだろう」（ベトキャピタル） 

その一方で「VN 指数は 1,470～1,480 ポイントのレンジで値を固める可能性があり、こ

のレンジを上抜けるためには第 4 四半期に強い経済成長のデータが必要となる」（BOS

証券のアナリスト） 

「投資家は第 4 四半期に好業績が予想される銘柄や、電力や食品といった投資家に人気

の銘柄の一部を売却する可能性がある」（同社のデイリーレポート） 
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